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⚄奈川東㒊方㠃⥺新横浜トンネルに係る地┙変≧検ウ委員会 

㸺令和 2年 6月 12日及び 6月 30日にⓎ⏕した横浜市㐨⎔≧ 2号⥺の㝗没について㸼 

 

㸦➨㸲回㸧 

 

 

 

 

 

 

日時㸸令和 2年 8月 2日㸦日㸧 13㸸00㹼15㸸00 

場所㸸㕲㐨・㐠㍺機構 東京支♫ 

㸦東京㒔 区Ⱚ公園 2-4-1㸧 
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㸯㸬概せ 

地⾲㠃㸦市㐨環状 2号⥺㸧の㝗没は、令和 2年 6月 12日㸦㔠㸧及び、令和 2年 6月 30
日㸦火㸧の 2度発生しました。 
○発生日時 㸦1回┠㸧令和 2年 6月 12日(㔠) 14時 30分㡭 

㸦2回┠㸧令和 2年 6月 30日(火)  5時 30分㡭 
○場   所 ⚄奈川┴横浜市港北区大㇋戸町㸦環状 2号⥺㸸外回り㌴⥺㸧 

       㸦1回┠㸧11m×8m×深さ 4m⛬度の㝗没 
㸦2回┠㸧7m×6m×深さ 2m⛬度の㝗没 

 
【位⨨図】 

   
【1回┠㸸令和 2年 6月 12日Ⓨ⏕】  【2回┠㸸令和 2年 6月 30日Ⓨ⏕】 

 
新横浜トンネルの工事は、シールドマシンによる掘削工事を環状㸰号⥺の┤下で⾜ってお

りました。新⥘島㥐㸦仮⛠㸧より掘削を㛤始し、横浜アリーナの手前付㏆まで掘削を完了し

ていたところです。なお、6月 12日以㝆、トンネル掘削工事は停止しています。 

 
【シールドトンネル工法㸦イメージ㸧】 
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㸰㸬㝗没Ⓨ⏕の原因✲明 

有㆑⪅からなる➨三⪅委員会「⚄奈川東㒊方㠃⥺ 新横浜トンネルに係る地┙変状検ウ委

員会」を❧ち上げ、地㉁、施工、環境など多ゅ的など点より㝗没の原因、具体的メカニズム

及び再発㜵止⟇について検ウしました。 
➨ 1回委員会      6月 24日㸦水㸧 
➨ 2回委員会      7月 7日㸦火㸧 
➨ 3回委員会      7月 24日㸦㔠㸧 
➨ 4回委員会㸦最⤊回㸧 8月 2日㸦日㸧 

 
 
㸱㸬㝗没の原因 

 
今回の㝗没は、加圧泥水シールド工法によるトンネル掘削において、」合ⓗなせ因に

よりシールドマシンが土◁を㐣剰に取り㎸み✵㝽が形成されたことが原因と推定。 

 
 
┦対的につ模が大きかった一回┠の㝗没が発生した⟠所では、掘㐍時に固⤖した◁の取㎸

み➼により排泥⟶が㛢塞傾向となり、掘㐍停止や低㏿掘㐍が発生したことが判明した。この

⟠所の地㉁は、➨四⣖更新⤫の㠀常に安定している地┙であるが、拘束力がゎ放されると容

易に流動化しやすい性㉁を有している◁㉁土が優勢であった。加圧泥水シールド工法は泥水

による圧力で切⩚の安定を保ち掘㐍していくが、泥水密度が不十分な状態であったこともあ

り、切⩚地山の◁㉁土が泥水に㛗時㛫さらされるとともに㛢塞に伴う圧力変動を受けること

により◁㉁土が不安定化し、その⤖果、天➃㒊より◁層が流動的に切⩚内に流入して✵㝽が

形成され、これが」数のリングに亘って生じたと推定される。 
掘㐍停止中や低㏿掘㐍中に土◁の取㎸みがあったと推定されるが、停止中➼の掘削土㔞の

⟶理をリアルタイムで㐃⥆的に監どしていなかったため、⤖果として土◁の㐣剰な取り㎸み

を☜ㄆできず㎸め注入も不十分となり、㝗没をㄏ発したと推定される。 
┦対的につ模が小さかった二回┠の㝗没が発生した⟠所でも、排泥⟶の㛢塞はなかったも

のの、停止中の切⩚内への流入が」数のリングに亘って推定されており、ㅖせ因㸦地層の特

徴、㏦泥水密度の⟶理、㎸め注入㸦グラウト㸧⟶理㸧が」合して㝗没をㄏ発したと推定さ

れる。➨ 1回┠に比べると、取り㎸み㐣ぎ土㔞が┦対的に少なかったために、✵㝽形成から
㝗没までにより時㛫がかかったと推定される。 
また、地⾲㠃の変位はィ測していたが、土◁の取㎸みによってシールドマシン上㒊に✵㝽

が生じ、しばらくの㛫、✵㝽上㒊の堅い⢓性土㸦土丹層㸧によって一時的に保持されたと推

定される。その⤖果、地⾲㠃変位ィ測による地┙変位の予兆の把握と、それによる㎸め注

入㔞のぢ┤し、⿵㊊注入などの早期対応が出来なかったと推定される。 
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企業団水道管

ST線 新横浜ト䞁䝛䝹
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舗装

㸲㸬㝗没Ⓨ⏕のメカニズム㸦推定㸧 

 
  

∝通常↝状態↖↞、N値 50以上↝極↰↕安定ↆ層↖

あ↺が、拘束圧⇁失い地下水↝浸透力⇁受け↺↗流

動性が高く↙↺上総層砂層↖あ→。 

∝流動化ↆ↳ↈい砂層↚対ↆ↕、泥水密度が不十分↙

状態↖あ→。 

∝掘削停止中↭↞低速掘進時↚、⇝∞∑⇯∄⇝∙上

部↝砂層が泥水↚長時間ↄ↸ↄ↻↺↗↗↱↚閉塞↚

伴う圧力変動⇁受け↺ↂ↗↚↷↹不安定化ↆ、天端

部↷↹砂層が流動的↚切羽内↚流入ↆ。 

∝ↂ↻↚↷↹⇝∞∑⇯∄⇝∙上部↚空隙が発生ↆ。 

∝⇝∞∑⇯工法↖↞、⇡⇖∇∙⇮↗地山↗↝間隙↚裏

込↰注入が行↾↻↺が、当該区間↖↞空隙⇁埋↰↺

↭↖↝充填↞行↾↻↙か→。 

∝⇝∞∑⇯∄⇝∙↝停止中↭↞低速掘進↚伴い一部

↝区間↚おい↕、天端↝地山が崩壊ↆ↕取↹込↮ↈ

ぎが発生ↆↂ↗↚↷↹、空隙が連続的↚形成ↄ↻

。ↂ↻↚↷↹、砂層上部↝土丹層↞支持⇁失い、

上か↸↝土圧↚耐え↸↻↙く↙↹、崩落ↆ。 

∝ↄ↸↚↝上部↝層↱時間↝経過↗↗↱↚崩落ↆ、

⇝∞∑⇯∄⇝∙通過後あ↺程度↝時間が経過ↆ後

↚道路陥没が発生ↆ。 

○ 㝗没は下グの模式図に♧すステップを⤒てⓎ⏕したものと推定された。 

企業団水道管
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Kms介在砂層の崩落

堅い砂層↗堅い粘性土層≋土丹層≌が交互↚積↮

重↙→↕い↺状態≋土丹層↞薄い≌ 

陥没範囲 

⇝∞∑⇯∄⇝∙ ⇡⇖∇∙⇮ 

⇝∞∑⇯∄⇝∙ ⇡⇖∇∙⇮ 

⇡⇖∇∙⇮ 
⇝∞∑⇯∄⇝∙ 

進行方向 

空隙発生≋推定≌ 

土丹層 

土圧 

【凡例】
Ac㸸沖✚層(⢓性土)
Ag㸸沖✚層(♟㉁土)
Km㸸上⥲層(泥岩)
Kms㸸上⥲層(◁泥互層)
Ks㸸上⥲層(◁層)

陥没範囲 

企業団水道管
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K䡉

裏込↰注入 

裏込↰注入 

裏込↰注入 
地質図↞、単純↚模式化ↆ図↖あ↺。 
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㸳㸬再Ⓨ㜵止⟇について 

今後対応する再発㜵止⟇を、掘削完了済み区㛫及び今後掘削する区㛫に分けてグ㏙しま

す。 
①掘削完了済み区㛫の対応について 

・掘削済みの⟠所のうち、環状㸰号⥺┤下については、すでに探査ボーリング及び充填注

入を実施している。 
・その他の⟠所においては、今回㝗没が㉳きたような地層ではなく、さらには土⿕りが大

きくなっていることから、現段㝵では地┙変動監ど委員会のよりヲ⣽なィ測でも地⾲㠃

と地中の変位は出ておらず、㝗没の危㝤性は無いと⪃えられるが、掘削が⤊了したすべ

ての区㛫において、委員会で審㆟された手法を用いて、改めて㐣去の掘削データを再度

☜ㄆ中である。 
  掘削データのぢ┤しにあたっては、取り㎸み㐣ぎが推定される場合には、ㄪ査・☜ㄆ

の上、必せに応じてトンネル坑内より再充填を実施する。 
 
②今後掘削する区㛫の対応について 

・✵㝽を生じさせないための再発㜵止⟇を徹底する。 
  ・先⾜して㏣加ボーリングㄪ査の実施によるヲ⣽な地┙条件の把握 
・切⩚土圧・泥水性状の㐺切な⟶理 

  ・土◁の㐣剰な取り㎸みの有無のリアルタイムで㐃⥆的な監ど 
  ・㎸注入の㔞・圧の㐺切な⟶理 
・土◁の取㎸み㐣ぎが疑われる⟠所がㄆめられれば、トンネル内から㏿やかに再充填を実

施する。 


